
288 INTERNET magazine 1998/11

ネットスケープコミュニケーター4.06
日本語版公開！

インターネットツールの最新情報

細かいバージョンアップを重ねてきたコミュニケーターのバージョン番号はついに「4.06」となった。

数字は0.01しか違わないが、新機能が搭載された4.06は実際には大きなバージョンアップだ。今月

はそのほかに、セキュリティー問題や次期コミュニケーターの話題をお届けする。

THIS MONTH'S TOP NEWS

4.5を先取りした4.06

ネットスケープは、8月中旬に公開したコ

ミュニケーターのバージョン4.06英語版

に続き、9月8日に日本語版を公開した。

本誌の付属CD-ROMにも収録されてい

る。メールソフトの添付ファイル問題な

ど、これまで報告されているセキュリティ

ー関連の不具合を修正したものだが、次

期バージョンの4.5で追加される予定の

「Smart Browsing」の各機能が先取りさ

れる形でナビゲーターに組み込まれた。

「Smart Browsing」は、関連サイトの一

覧を表示する「What's Related」、URL

の代わりに自然な単語で目的のページに

ジャンプできる「Internet Keywords」、

家族に見せたくないページをフィルタリン

グできる「NetWatch」の3つの機能から

なる。このほかに、JavaではJDK1.1の

サポートが大幅に強化され、また、

Macromedia Flashのプラグインが最初

から含まれている。なお、ポータルサイト

となったネットセンターのサービスを利用

できる「My Netscape」ボタンが4.06英

語版のツールバーに加えられているが、日

本語版には付いていない。

「関連サイト」ボタンを使ってみよう

日本語版では、「What's

Related」は「関連サイ

ト」ボタンとなってURL

入力欄の右に追加され

た。クリックすると、右

の図のように現在のペー

ジと関連するページの一

覧がメニューとなって表

示される。一覧を次々

にクリックしていけば、

これまでになかったナビ

ゲーション感覚を体験で

きる。この関連サイト機

能は、アレクサ社が開発

したもので、IE 4に同等

の機能を追加するプログ

ラム「アレクサ」も別に

公開されているが、ナビ

ゲーターのほうが「IE

4＋アレクサ」よりも軽快に動作し、使い

やすい。なお、「関連サイト」ボタンのメ

ニューでは、日本語がまったく表示されな

い。今後の改善を待ちたいところだ。

4.06日本語版の関連サイトボタンを押したところ。

4.06英語版のツールバー。「My Netscape」ボタンがある

CD-ROM収録先
ÅWin→Netscape
ÅMac→NetscapeCommunicator+CD-ROM+CD-ROM

URL:

ftp://ftp.netscape.com/pub/communicator/

4.06/shipping/japanese/
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IEに2つのセキュリティー問題

URL:

http://www.microsoft.com/

japan/security/

マイクロソフトは、ウィンドウズ95、98、NT4.0

版のインターネットエクスプローラ3および4の

JavaScriptにセキュリティー問題があることを明

らかにした。悪意のあるサイトがスクリプトを使っ

て「Window.External」に非常に長い文字列を指

定して、有害なプログラムを実行できる可能性が

あるというもの。これまで何度も問題になってきた

「バッファーオーバーラン」の問題だ。この問題の

修正プログラムは、下記のURLから入手できる。

また、UNIX版を除くすべてのIEに影響する

「Cross Frame」問題が公表された。フレーム間で

操作を行うスクリプトに問題があるようだが、詳し

くは不明。日本語版の修正プログラムは、9月11

日現在まだ公開されていない。

コンパイル済みのコミュニケーター5.0が入手可能に
ソースコード公開によって次期ネットスケープ

コミュニケーター5.0の開発を進めている

mozilla.orgのFTPサイトで、コンパイル済み

のコミュニケーター5.0（mozilla.exe）が毎

日公開されるようになった。これまではソース

コードだけが提供され、実行ファイルを作る

には面倒なコンパイル作業をしなければならな

かったが、これでだれでも次期コミュニケータ

ーを体験できるようになった。ただし、実行

にはVisual C++のデバッグ用のDLLファイル

が必要。また、開発途中のプログラムでどん

なバグがあるかわからないため、実行すると

「あなたのファイルがすべて削除されるかもし

れない」と警告される。

（excite. netscape.com）に項目があれば、

そのページへ行く。それでも見つからなけれ

ば、検索サイト（日本語版ではinfoseek

Japan）へ移動して検索結果を表示する。

Internet Keywordsを使うにはいくつか注意

が必要だ。スペースで区切られた2個以上の

単語はすぐに検索されるが、プロキシーサー

バーを通すと単語1個ではうまくいかないこ

とがある。うまくいかない場合は、「goto

apple」のように「goto」を単語の前に付け

ればよい（ちなみに「goto WWW」ではネ

ットセンターのトップページへ行く）。

正確にジャンプしたように見えても、ドメイ

ン名をとりあえず取っておいたようなページ

や、名前が同じだけのページにジャンプする

ことも多い。有名人の名前を入力してもファ

ンの非公式ページに飛んでしまうことがある。

Internet Keywordsでは日本語がまったく使

えないのも残念な点だ。登録されているペー

ジはアメリカが中心で、アルファベットで日

本の製品名を入力しても、日本のページへは

ジャンプしない。今のところは、思いつくま

まに単語を入力して遊びで使ってみるのがよ

さそうだ。

Internet Keywords機能を検証

「Internet Keywords」とは、WWWブラ

ウザーではおなじみのURL入力欄にURL

の代わりに探したい人物名や会社名、商

品名などを入力すると、その情報がある

ページへ直接ジャンプする機能だ。さっそ

くいろいろな単語を入力してその実力をチ

ェックしてみた。

Internet Keywordsは、以下の順でペー

ジを探す。まず、キーワードとページが関

連付けられて登録されているものは、即座

にそのページに飛ぶ。登録されていなくて

もネットセンターのディレクトリーページ

URL:

http://www.mozilla.org/

ネットスケープコミュニケーター4.5プレビューリリース2公開
ネットスケープは、コミュニケーター4.5の2

つ目のベータ版を「プレビューリリース2」と

して公開した。現在英語版が入手できる。プ

レビューリリース1からの変更点は、3Com社

のPalmPilotとの間でアドレス帳やメール、カ

レンダーを同期するためのツールが付いたこ

と。4.5では、「Smart Browsing」機能のほ

かに、IMAP4対応の強化など、メールやスケ

ジュール機能にも重点が置かれる方向のよう

だ。正式版は11月までには公開される見込

み。なお、4.5プレビューリリース1の日本語

版も公開された。

URL:

ftp://ftp.netscape.com/

pub/communicator/4.5/

4.5_PR2/

インストールする
と、スタートメニ
ューとタスクバー
にコミュニケータ
ー関連のアイコン
ができる

fmozilla.exe
の起動画面

d9月9日版の
mozilla.exe
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